
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　成果　この授業では､まず新聞を切り抜く作業が面白く活発な授業となった｡また､記事を短い時間で選ばなければならないので思考の瞬発力とでもいうような力が試されることにもなった｡自分の意見を表現することに苦労する生徒もいた｡他の生徒の意見を前向きに考えることができた｡　課題　時間に余裕を持たせてもっと多くの意見を考えて表現できるようにしたい｡また､社会科だけでなく道徳や総合など様々な教育課程でも用いることができるので､それも取り組んでみたい｡
	TextField2: 　｢たくさんの新聞を見ていくうちに､私の知らない事がたくさんありました｡新聞で色んなニュースを知ることができるので､これからも新聞はチェックしていきたいです!｣という意見があり､興味関心を高めることができた｡他の生徒が書いた意見に対して､そういう考え方もあるのかとびっくりしたなどの感想もあり､多様な考え方に触れることができた｡
	TextField2: (1)新聞記事を探す｡歴史･地理に関係のある記事を探す｡(2)記事を切り取り､ワークシートに貼付する｡(3)記事からわかったことをワークシートにまとめる｡(4)ワークシートを班員に回覧し､全員から記事に対する意見を記入してもらう｡(留意点)･見つけた記事に対して､自らの意見を表現する｡･自分の意見と班員の意見を比べて､様々な意見があることに気づく｡･同じ事象に対してその捉え方が多様であることを知る｡
	TextField2: 地理や歴史を学んで社会的事象について考える(1時間)
	TextField2: (1)新聞から歴史･地理に関係のある記事を意欲的に見つける(興味関心･資料活用)(2)記事を読み取りまとめることができる(資料活用･知識理解)(3)様々な意見を取り上げ考えることができる。
	TextField2: (1)新聞を用いて歴史的･地理的事象を知る｡　　(2)新聞の構成を知り､新聞を活用する｡(3)事象に対して意見を持つ｡
	TextField2: 社会的事象について考える
	TextField2: 社会　36人
	TextField2: 第1学年
	TextField2: 前田　義典
	TextField2: 兵庫県三木市立三木東中学校
	TextField1: ☆社会科での新聞の活用



